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T細胞の分化と免疫応答における
コラーゲンペプチドの効果
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コラーゲンならびにその分解産物であるコラーゲンペプチドは、⾷品サプリメント
として広く使⽤され、⽪膚の状態の改善、関節痛の軽減、創傷治癒の促進などの効
果が⽰されている。コラーゲンは、翻訳後修飾により多数のプロリン残基が⽔酸化
されており、消化酵素や体内のタンパク質分解酵素で完全には分解されないことが
知られている。実際に、コラーゲンペプチド摂取後に、プロリン-⽔酸化プロリンな
ど、⽔酸化プロリン含有オリゴペプチドの⾎中濃度が上昇すること、これらオリゴ
ペプチドが繊維芽細胞の増殖促進などの⽣理活性を有することが明らかになってい
る。また、コラーゲンペプチド摂取による免疫スコアの改善、炎症部位での⽔酸化
プロリン含有オリゴペプチドの増加など、コラーゲンに由来するペプチドが、免疫
機能や炎症制御に関与している可能性が⽰唆されている。本セミナーでは、私たち
が最近⾒出した、CD4陽性T細胞の分化や⽣体の免疫応答に対するコラーゲンペプチ
ドの効果を中⼼に、コラーゲンペプチドの⽣理機能について紹介する。
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